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秋
の
夕
日
に
山
紅
葉
が
真
っ
赤

に
染
ま
っ
た
景
色
を
愛
で
、
小
春

日
和
を
楽
し
ん
だ
の
は
数
日
前
の

よ
う
に
思
え
て
い
ま
し
た
が
、
時

の
流
れ
は
速
い
も
の
で
歳
の
瀬
を

迎
え
ま
し
た
。

今
年
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な

事
柄
が
発
生
し
、
幾
つ
も
の
喜
び

や
悲
し
み
が
混
在
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
有
無
に
一
喜
一
憂

し
、
い
ざ
開
催
が
決
ま
る
と
感
染

症
の
状
況
が
心
配
と
な
り
不
安
な

時
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
杞
憂
で

し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
素
晴
ら
し
い
感
動
を
共
有
し

ま
し
た
が
、
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
に

は
些
か
の
疑
問
点
が
あ
っ
た
の

は
、
私
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
開
催
前
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

に
は
興
醒
め
で
し
た
。
女
性
蔑
視

発
言
は
古
来
の
風
習
に
起
因
し
て

い
る
と
し
て
安
易
に
結
末
を
つ
け

る
も
の
で
は
な
く
、
目
指
す
目
的

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
伴
う
行

為
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
の
学
内
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
は
星
総
合
病
院
医
師
・

看
護
師
各
位
に
よ
る
熱
意
溢
れ
る

御
協
力
に
深
甚
な
る
感
謝
を
致
し
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て
お
り
ま
す
。
学
園
内
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
出
来
た
こ
と
は
一
安
心

で
し
た
が
、
附
属
高
校
生
の
皆
さ

ん
へ
接
種
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は

国
の
制
度
な
の
で
誠
に
残
念
で
し
た
。

今
年
も
梅
雨
の
頃
か
ら
異
常
気

象
が
発
生
し
、
寒
暖
差
の
大
き
な

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
気
象
学
者

の
見
解
に
よ
る
報
道
各
社
の
ニ
ュ

ー
ス
で
は
北
極
圏
の
ツ
ン
ド
ラ
地

帯
で
の
大
規
模
森
林
火
災
、
沖
縄

遠
海
の
海
底
火
山
爆
発
に
よ
る
軽

石
の
流
入
被
害
ば
か
り
で
な
く
世

界
各
地
で
の
自
然
災
害
の
多
発
に

は
心
配
が
募
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
厳
冬
期
に
は
ど
れ
程
の
雪
が
降

る
で
し
ょ
う
か
。
暖
房
に
必
要
な

燃
料
を
は
じ
め
異
常
気
候
に
よ
る

農
作
物
へ
の
影
響
は
生
活
用
品
や

食
品
の
高
騰
が
心
配
で
す
。

人
類
の
歴
史
を
紐
解
け
ば
疫
病

や
冷
害
に
よ
る
飢
饉
等
々
と
数
え

き
れ
な
い
程
の
災
害
を
乗
り
越
え

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
如
何

な
る
災
害
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ

に
は
原
因
が
あ
り
、
積
み
重
ね
た

科
学
の
進
歩
は
何
ら
か
の
解
決
方

法
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

現
代
に
生
き
る
皆
さ
ん
に
は
先

人
に
学
び
、
そ
れ
を
継
続
す
る
努

力
と
成
果
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ

り
な
が
ら
人
間
の
所
業
は
多
様

で
、
様
々
な
価
値
観
を
生
み
出
し

ま
す
。
そ
れ
故
に
価
値
を
判
断
す

る
個
人
の
人
間
性
・
倫
理
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
科
学
も
社
会
生
活

も
教
養
が
必
須
で
す
。

禅
宗
の
言
葉
に
「
年
年
歳
歳
花

あ
い
に
た
り
、
歳
歳
年
年
人
お
な

じ
か
ら
ず
」
と
い
う
教
え
が
あ
り

ま
す
。
凡
て
の
環
境
が
千
変
万
化

す
る
こ
と
を
顧
み
て
除
夜
の
鐘
を

聞
き
た
い
も
の
で
す
。

振
り
返
っ
て
知
る

振
り
返
っ
て
知
る



開成の杜（2）

修士論文の中間発表を行う大学院生

オンライン面接を指導したガイダンス

就
職
部
よ
り

【
大
学
学
友
会
】

　
　
　
　
　
　

 　
令
和
４
年
度
役
員

会　
　

長 
吉
田 

桃
香（
生
活
･
２
年
）

副 
会 

長 
鈴
木
香
奈（
生
活
･
2
年
）

副 
会 
長 
髙
野 

葵
美（
食
物
･
１
年
）

総
務
部
長 
山
口 

紗
英（
生
活
･
１
年
）

書　
　

記 
遠
藤 

朱
香（
生
活
･
１
年
）

書　
　

記 
津
田
真
里
愛（
食
物
･
１
年
）

会　
　

計 
小
針
愛
加（
生
活
･
2
年
）

会　
　

計 
渡
部 
綾
乃（
食
物
･
１
年
）

庶　
　

務 
海
老
原
彩
衣（
食
物
･
１
年
）

体
育
部
長 
薄 

優
里
香（
生
活
･
１
年
）

文
化
部
長 
芦
名 

桃
花（
食
物
･
１
年
）

厚
生
部
長 
鴫
原 

理
乃（
生
活
･
２
年
）

【
短
期
大
学
部
学
友
会
】

　
　
　
　
　

 

令
和
３
年
度
後
期
役
員

会　

長 

畠
山　

心（
幼
教
･
1
年
）

副 

会 

長 
鈴
木 

美
櫻（
地
域
･
１
年
）

副 

会 

長 
星
野 

愛
実（
幼
教
･
１
年
）

総
務
部
長 
平
沢 

夏
未（
地
域
･
１
年
）

書　
　

記 
中
橋
な
ご
み（
地
域
･
１
年
）

書　
　

記 
佐
藤 　
想（
幼
教
･
１
年
）

会　
　

計 
大
塚 　
愛（
地
域
･
１
年
）

会　
　

計 
長
澤 

こ
は
く（
幼
教
･
１
年
）

庶　
　

務 
芳
賀 

舞
雪（
幼
教
･
１
年
）

体
育
部
長 
松
井 

夏
凜（
幼
教
･
１
年
）

文
化
部
長 
髙
橋 

沙
綾（
幼
教
･
１
年
）

厚
生
部
長 
志
賀 

美
玖（
幼
教
･
１
年
）

【
附
属
高
校
生
徒
会
】

会　
　

長 
佐
藤
祐
佳（
音
楽
･
２
年
）

副 

会 

長 
丹
野
瑠
菜（
音
楽
･
２
年
）

副 

会 

長 
芳
賀
梨
瑚（
普
通
･
１
年
）

書　
　

記 
佐
久
間
栞（
食
物
･
２
年
）

書　
　

記 
堀
江
夢
月（
音
楽
･
１
年
）

会　
　

計 
紅
林
希
美（
普
通
･
２
年
）

会　
　

計 
安
藤　

恋（
普
通
･
１
年
）

会　
　

計 
小
嶋
三
貴（
普
通
･
１
年
）

塩
田
綺
花
／
武
藤
佳
奈
恵
／
吉
田
真
奈
美

▽
古
殿
町
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
６
次

化
商
品
開
発
⑵ 
蒲
生
絢
香
／
斎
藤
真
由

▽
福
島
県
の
伝
統
的
汁
物
の
減
塩
に
関
す

る
Na
／
Ｋ
か
ら
の
検
討　

 

天
野
沙
穂
／
大
山
結
羽
／
庄
司
彩
耶

▽
即
席
み
そ
汁
の
減
塩
に
関
す
る
Na
／
Ｋ

か
ら
の
検
討 

籠
田
未
智
／
渡
部
な
つ
み

▽
二
次
元
イ
メ
ー
ジ
マッ
ピ
ン
グ
法
に
よ
る
子

ど
も
の
食
意
識
と
食
環
境
の
調
査
に
つい
て

 
渡
辺
麻
理
奈
／
関
森
結
南
／
鈴
木
彩
映

▽
教
育
ツ
ー
ル「
鉄
カ
ル
テ
ッ
ト
」を
実
施
し

て
の
鉄
知
識
の
習
得
と
満
足
度

 

舘
夏
美
／
橋
本
多
瑛
／
廻
谷
琴
美

▽
ナ
ッ
ジ
理
論
を
用
い
た
栄
養
指
導
ツ
ー
ル

作
成
〜
精
神
疾
患
患
者
を
対
象
に
〜

井
上
あ
す
か
／
影
山
あ
か
り
／
人
見
梨
咲

▽
大
学
生
に
お
け
る
子
ど
も
の
頃
の
食
育

体
験
と
現
在
の
食
生
活
状
況
と
の
関
連
性

大
久
保
千
春
／
鏡
味
柚
／
兼
子
未
紗
希

／
栁
沼
夢
美

▽
家
庭
寮
の
食
事
の
放
射
線
量
調
査 
星
き
ら
ら

▽
飲
料
の
抗
菌
性　

 

松
壽
愛
理
／
鈴
木
静
羽
／
松
本
麗

▽
ク
リ
ニッ
ク
に
お
け
る
血
液
透
析
患
者
の

食
事
療
法
の
現
状
と
ス
ト
レ
ス
に
つい
て　

長
島
し
お
り
／
蜂
谷
美
咲
／
増
戸
き
ら
り
／

村
岡
真
綾

▽
鏡
石
町
と
の
連
携
事
業〝
減
塩
け
ん
こ

う
教
室
〞の
意
義
に
つい
て　

 

梅
津
友
子
／
菊
地
祐
香
／
山
本
萌
恵

▽
市
販
エ
ゴマ
油
の
品
質
調
査
に
つい
て　

 

箭
内
美
月
／
橋
本
美
帆

▽
葛
尾
村
で
の
取
り
組
み
報
告
〜
女
子
大

農
場
で
の
エ
ゴ
マ
栽
培
な
ら
び
に
商
品
開

発
に
つい
て
〜 

遠
藤
美
奈
／
大
和
田
涼

▽
郡
山
製
餡
商
品
並
び
に
え
ご
ま
餡
を
使

用
し
た
レ
シ
ピ
開
発
に
つい
て　

 

宇
佐
見
彩
華
／
小
林
未
歩

▽「
う
米
め
ん
」を
用
い
た
レ
シ
ピ
開
発
に
つい
て 

五
味
渕
里
緒
／
佐
藤
明
日
香
／
保
志
あ
か
ね

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
食
品
購
入
行
動
･
食
生
活
の
変
化
に
つい
て

 

阿
部
未
幸
／
牧
野
怜
実
／
吉
田
琴
衣

▽
踵
骨
骨
密
度
と
身
体
組
成
の
関
係
性

木
村
未
咲
／
蓬
田
唯
菜
／
鎌
田
亜
希
／

東
海
林
知
奈
／
渡
部
百
香

▽
地
域
一
般
住
民
に
お
け
る
高
血
圧
と
食

生
活
と
の
関
連
―
福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石

町
― 

安
部
紗
綾
菜
／
荒
井
千
琳
／

 

渡
部
笑
咲
／
鈴
木
南
紗
姫

▽
男
子
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
に
お
け
る
栄

養
教
育
が
食
行
動
に
及
ぼ
す
影
響　

佐
藤
希
有
／
弓
田
萌
々
香
／
阿
部
夢
奈
／

半
沢
碧
唯

▽
生
活
習
慣
と
疾
病
と
の
関
係
に
つい
て

 

髙
橋
侑
子

【
生
活
科
学
科
　
福
祉
コ
ー
ス
】

▽
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
災
害
発
生
前
の

予
防
的
支
援
―
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

し
て
の
考
察
― 

鹿
目
那
奈

▽
障
が
い
者
支
援
に
お
け
る
意
思
決
定
支

援
―
就
労
支
援
の
現
状
か
ら
― 
根
本
実
幸

■
中
間
発
表
会

【
生
活
科
学
科
　
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
】

▽
在
宅
医
療
･
介
護
と
住
宅
改
修
に
関

す
る
考
察
―
Ａ
氏
の
行
動
観
察
を
実
例

と
し
て
―　
 

荒
川
美
風

▽
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

関
す
る
考
察 

松
本
み
さ
と

▽
伊
藤
家
住
宅
の
建
築
的
特
徴
と
地
域

的
価
値 

佐
藤
優
子

【
生
活
科
学
科
　
生
活
総
合
コ
ー
ス
】

▽
自
己
指
導
能
力
の
育
成
に
関
す
る
考
察

 

宗
形
美
沙
季

▽
校
則
を
介
し
た
生
徒
の
規
範
意
識
の
主

体
化
に
関
す
る
研
究 

福
田
愛
理

▽
長
時
間
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響
―
眼
病
の
リ
ス
ク
と
対
応

に
注
目
し
て
― 

阿
部
愛
実

▽
非
行
少
年
の
現
状
と
そ
の
背
景
か
ら
見

る
一
考
察 

成
田
遥
香

▽
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
と
絵
本
に
関

す
る
一
考
察 

岩
崎
ひ
よ
り

▽
下
着
の
変
遷
と
装
い
の
美
に
関
す
る
一

考
察 

瀬
和
日
向
子

▽
家
庭
科
教
育
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
と
食
生
活
領
域
の
指
導
に
つい
て

 

飯
村
菜
月

▽
和
服
の
変
遷
と
婚
礼
衣
装
―
女
性
の
服

装
史
か
ら
の
一
考
察
― 

矢
野
葵

▽
や
せ
願
望
が
及
ぼ
す
食
生
活
へ
の
影
響

―
ダ
イ
エッ
ト
に
関
す
る
女
子
学
生
の
調

査
か
ら
―　
 

鈴
木
麻
祐

▽
フ
ァ
ス
ト
フ
ァッ
シ
ョン
が
支
持
さ
れ
る
理

由
―
消
費
者
の
視
点
か
ら
― 
芳
賀
さ
く
ら

▽
性
の
多
様
性
に
関
す
る
一
考
察

 

長
谷
川
真
琴

【
大
学
院
　
人
間
生
活
学
研
究
科
】

◇
修
士
課
程

▽
常
磐
炭
田
に
お
け
る
社
宅
街
の
計
画
実

態
と
そ
の
特
徴 

遠
藤
凜
栞

▽
住
宅
建
築
に
お
け
る
空
間
構
成
に
関
す

る
研
究
―
住
空
間
に
も
た
ら
す
映
像
効

果
の
心
理
的
作
用
に
つい
て
―

 

村
上
実
賀
子

◇
博
士
課
程

▽
精
神
疾
患
患
者
の
栄
養
指
導
に
活
か
す

心
理
的
摂
食
尺
度
の
作
成 

岡
部
聡
子

　

郡
山
女
子
大
学
家
政
学
部
の
卒
業

研
究
発
表
会
が
10
月
23
、24
日
の
第

75
回
も
み
じ
会
に
併
せ
て
開
か
れ
た
。

食
物
栄
養
学
科
と
生
活
科
学
科
福
祉

コ
ー
ス
の
学
生
が
研
究
の
成
果
を
説

明
し
、生
活
科
学
科
の
生
活
総
合
、建

築
デ
ザ
イ
ン
両
コ
ー
ス
で
は
中
間
発

表
を
行
っ
た
。ま
た
、大
学
院
人
間
生

活
学
研
究
科
の
修
士
論
文
中
間
発
表

会
･
博
士
課
程
研
究
経
過
報
告
会
は

11
月
24
日
に
開
か
れ
、修
士
課
程
２

名
、博
士
課
程
１
名
が
論
文
や
研
究

の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
た
。

■
卒
業
研
究
発
表
会

【
大
学
　
食
物
栄
養
学
科
】

▽
骨
密
度
上
昇
を
目
的
と
し
た
食
事
と

運
動
習
慣
の
関
係
性
に
つい
て　

大
和
田
理
奈
／
柴
田
明
音
／

髙
木
紗
津
希
／
阿
部
美
咲
／
飯
沢
未
来

▽
ヒ
ト
肝
癌
由
来
細
胞
株
を
用
い
た
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
性
脂
肪
肝
モ
デ
ル
細
胞
の
作
製

条
件
の
検
討 

百
瀬
愛
莉

▽
郡
山
市
の
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
に
関

す
る
実
態
調
査
⑻ 

深
沢
歩
未
／

大
学
院
の
修
士
論
文
中
間
発
表
も

卒
業
研
究
発
表
始
ま
る

大
学
・
短
大
学
友
会
、
高
校
生
徒
会
役
員
決
ま
る

よろしくおねがい
します！

　

今
年
度
の
就
職
状
況
は
、
大

学
･
短
大
共
に
昨
年
よ
り
回
復

し
、
一
昨
年
の
コロ
ナ
感
染
拡
大
前

の
状
況
に
戻
り
つつ
あ
る
。現
在
、就

職
未
内
定
者
は
面
談
を
行
い
な
が

ら
就
職
内
定
ま
で
の
対
応
を
し
て
い

る
。オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｗｅ
ｂ
実
施

率
は
昨
年
度
よ
り
も
上
昇
し
て
、Ｗ

ｅ
ｂ
面
接
が
主
流
と
な
り
対
面
で

一
度
も
会
う
こ
と
が
な
い
ま
ま
内

定
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　

大
学
３
年
生
、短
大
１
年
生
対

象
の
12
月
１
日
の
第
４
回
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
は
、対
面
･
Ｗｅ
ｂ
の
模
擬

面
接
を
実
施
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
は

感
染
予
防
や
遠
方
の
学
生
応
募
が

増
え
た
事
や
日
程
調
整
が
し
や
す
い

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、学
生
の
志
望
度

の
見
極
め
が
難
し
い
デ
メ
リ
ッ
ト
も

課
題
に
な
って
い
る
。

　

就
職
活
動
で
求
め
ら
れ
て
い
る

力
は
、情
報
を
見
極
め
る
力
･
自

分
で
考
え
を
伝
え
る
力
が
必
要
に

な
る
。物
事
の
本
質
は
何
か
と
い
う

事
を
じ
っ
く
り
考
え
、自
分
に
と
って

何
が
本
当
に
大
切
な
の
か
を
振
り

返
る
就
職
観
も
必
要
で
あ
る
。大

学
で
の
専
攻
や
常
識
を
し
っ
か
り
身

に
つ
け
る
事
が
、社
会
で
生
き
て
い

く
力
に
な
る
。

　

私
達
は
コロ
ナ
禍
で
変
わ
る
歴
史

の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
。変
化
が

激
し
く
正
解
が
な
い
時
代
で
自
ら
の

歴
史
を
作
って
い
く
の
は
自
分
自
身

で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
る
力
を

鍛
え
、将
来
を
創
造
す
る
チ
ャ
ン
ス

だ
と
捉
え
る
の
も
方
法
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。



開成の杜（3）

　

第
74
回
全
日
本
バレ
ー
ボ
ー
ル
高

校
選
手
権
大
会（
春
高
バ
レ
ー
）県

代
表
決
定
戦
を
兼
ね
た
第
49
回
Ｆ

Ｔ
Ｖ
杯
争
奪
県
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
は
11
月
24
、25
日
、

福
島
市
の
福
島
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、附
属
高
校
バレ
ー

ボ
ー
ル
部
が
福
島
成
蹊
高
校
に
３

-

０
で
勝
ち
、６
年
連
続
23
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

　

附
属
高
校
は
１
月
５
日
に
東
京

都
の
東
京
体
育
館
で
開
幕
す
る
全

国
大
会
に
出
場
。初
日
の
１
回
戦
で

三
重
高
校（
三
重
県
）と
対
戦
す

る
。
　

県
大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
。

▽
準
々
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属　
２

-

０　

白

河▽
準
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属　
２

-

０　

聖

光
学
院

▽
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属　
３

-

０　

福

島
成
蹊　

メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
。

▽
主
将
･
選
手

　

佐
藤　

の
あ
（
３
年
）

▽
選
手

　

小
林
こ
こ
あ
（
３
年
）

　

三
瓶　
　

心
（
３
年
）

　

安
藤　

楓
恩
（
２
年
）

　

後
藤　

涼
風
（
1
年
）

　

浅
利　

麻
央
（
1
年
）

　

本
田　
　

凜
（
3
年
）

　

菅
野
明
日
華
（
2
年
）

　

佐
藤　

小
梅
（
2
年
）

　

西
田　

美
妃
（
2
年
）

　

鈴
木
亜
里
彩
（
2
年
）

　

竹
内　

愛
華
（
１
年
）

　

佐
藤　

凜
々
（
2
年
）

　

今
井　

乃
愛
（
1
年
）

　

亀
石　
　

緑
（
2
年
）

　

湯
坐　

美
紅
（
2
年
）

　

原　
　

栞
凜
（
1
年
）

　

佐
藤
ゆ
あ
さ
（
１
年
）

▽
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

平
澤　

琉
楓
（
３
年
）

　

第
33
回
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大

会（
女
子
）福
島
県
大
会（
５
区
間

２１
･
０
９
７
５
㌔
）で
第
２
位
と
な

り
、東
北
大
会
出
場
を
果
た
し
た
。

県
大
会
の
第
2
位
は
31
年
ぶ
り
で
、

記
録
は
１
時
間
17
分
09
秒
。

　

山
形
県
で
の
東
北
大
会
で
も
各

県
の
強
豪
校
と
競
り
合
い
、１
時
間

16
分
03
秒
で
８
位
に
入
賞
し
た
。

　

各
区
間
の
走
者
は
次
の
通
り
。

▽
１
区
＝
伊
東
舞
莉
彩（
２
年
）

▽
２
区
＝
橋
本　

暖
亜（
３
年
）

▽
３
区
＝
佐
々
木 

さ
ら（
３
年
）

▽
４
区
＝
鎌
田　

真
央（
２
年
）

▽
５
区
＝
薄　

 

ひ
な
の（
２
年
）

〇
福
島
県
高
校
新
人
体
育
大
会

▽
４
０
０
㍍
障
害

　
５
位　

西
間
木
侑
果（
２
年
）

　
７
位　

鎌
田　

真
央（
２
年
）

▽
２
０
０
０
㍍
障
害

　
２
位　

伊
東
舞
莉
彩（
２
年
）

▽
３
０
０
０
㍍

　
４
位　

伊
東
舞
莉
彩

▽
５
０
０
０
㍍
競
歩

　
４
位　

芳
賀
香
菜
美（
２
年
）

▽
４
×
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
７
位　

三
高　

玲
奈（
２
年
）･

　

鎌
田
真
央
･
石
井
怜
美（
１
年
）

　

西
間
木
侑
果

▽
円
盤
投
げ

　
１
位　

鈴
木　

嶺
菜（
１
年
）

　
４
位　

有
馬　
　

唯（
１
年
）

　
７
位　

杉
内　

綾
乃（
１
年
）

▽
砲
丸
投
げ

　
５
位　

杉
内　

綾
乃

　
６
位　

鈴
木　

嶺
菜

　

福
島
県
高
校
新
人
体
育
大
会
の

学
校
対
抗
で
23
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

　

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
は
西
牧
優
衣
選

手（
１
年
）が
優
勝
し
た
。

▽
学
校
対
抗　

優
勝

▽
シ
ン
グ
ル
ス

　
１
位 
西
牧　

優
衣（
１
年
）

　
２
位 
兼
谷　

彩
音（
１
年
）

　
３
位 
鈴
木
美
夢
奈（
２
年
）

▽
ダ
ブ
ル
ス

　
２
位 
望
月
美
玖
里（
２
年
）･

 

西
牧　

優
衣

　
３
位 
伊
藤
今
日
香（
２
年
）･

 

兼
谷　

彩
音　

　
３
位 
桝
田　

有
那（
２
年
）･

 

千
葉　

珠
音（
１
年
）

　

福
島
県
高
校
新
人
体
育
大
会
で

２
年
連
続
9
度
目
の
優
勝
を
飾
った
。

　

14
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

頂
点
を
目
指
し
た
。準
決
勝
で
福

島
商
を
44

-

５
、決
勝
は
学
法
福

島
を
29

-

14
で
下
し
た
。

　

滝
口
萌
選
手（
３
年
）は「
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
･
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー

（
Ｓ
Ｃ
Ｊ
Ｔ
）２
０
２
１
」第
5
戦
の
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
女
子
の
部
で
優
勝
し
た
。

【
弓
道
部
】

〇
福
島
県
高
校
新
人
体
育
大
会

　

弓
道
競
技

▽
女
子
団
体　

県
南
大
会
第
３
位

※
県
大
会
出
場

【
剣
道
部
】

〇
福
島
県
高
校
新
人
体
育
大
会

　

剣
道
競
技

▽
女
子
団
体　

第
３
位

▽
女
子
個
人

　
ベス
ト
８
＝
三
瓶
詞
乃
美（
２
年
）

▽
優
秀
選
手（
国
体
強
化
選
手
）

　

三
瓶　

詞
乃
美

【
新
体
操
部
】

〇
福
島
県
高
校
新
人
体
育
大
会

　

新
体
操
競
技

▽
個
人
総
合

　
２
位　

橋
本 

つ
づ
み（
２
年
）

　
３
位　

横
山　
　

花（
１
年
）

　

＝
以
上
東
北
大
会
出
場

　
５
位　

岡
田 

こ
の
は（
１
年
）

　
６
位　

遠
藤　

美
優（
１
年
）

▽
種
目
･
フ
ー
プ

　
２
位　

橋
本 

つ
づ
み（
２
年
）

　
３
位　

横
山　
　

花（
１
年
）

▽
同
･
ボ
ー
ル

　
２
位　

橋
本 

つ
づ
み（
２
年
）

　
３
位　

横
山　
　

花（
１
年
）

　
３
位　

岡
田 

こ
の
は（
１
年
）

〇
東
北
地
区
高
校
新
人
体
育
大
会

　

新
体
操
競
技

▽
個
人
総
合

　
７
位　

橋
本 

つ
づ
み

　
12
位　

横
山　
　

花

【
テ
ニ
ス
部
】

〇
福
島
県
高
校
新
人
体
育
大
会

　

テ
ニ
ス
競
技

▽
県
大
会
出
場

【
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
】

〇
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
＆
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会

▽
金
賞

【
放
送
部
】

〇
第
26
回
福
島
県
高
校
新
人
放
送

　
コ
ン
テ
ス
ト

▽
テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

　

優
秀
賞
＝
東
北
大
会
出
場

〇
第
11
回
禁
煙
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

▽
第
３
位

春
高
バ
レ
ー

6
年
連
続 

 23
回
目
出
場

代表決定戦決勝の熱戦

春高バレーへの出場を決めた部員たち

駅伝県大会第２位を喜ぶ部員たち

11月に建学記念講堂で開催された「楽都郡山！音楽文化フェスティバル」で
演奏を披露したマーチングバンド部

23年ぶりに優勝した卓球部員

勝利の瞬間に喜ぶ部員たちツアー優勝した滝口選手

【
陸
上
競
技
部
】

高
校
駅
伝
大
会
で
第
２
位

東
北
大
会
で
も
８
位
入
賞

【
卓
球
部
】

23
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

県
高
校
新
人
大
会
学
校
対
抗

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

２
年
連
続
９
度
目
の
Ｖ

【
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
】

滝
口
選
手
が

ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー
優
勝



開成の杜（4）

　昨年に続き、新型コロナウイルス感染防止の
ため一般公開は行わず、学内での研究や学修成
果を発表する形式で実施した。
　大学院･大学･短期大学部の各科は、ＳＤＧｓの
取り組みや地域連携活動、子どもの食と健康な
ど、それぞれのテーマで深めた考察や実践につ
いて発表した。各科の内容はホームページのYｏ
ｕＴｕｂｅチャンネルで公開している。
　附属高校では３年生が母校の良さをＰＲする
動画を作り上映。音楽科、美術科、食物科の学び
の成果も披露した。
　附属幼稚園では園児の作品を展示したほか、
こどもバザーで楽しく買い物を体験した。

　

第
２
１
４
回
芸
術
鑑
賞
講
座

「
尾
形
光
琳
展
―
京
琳
派
形
成
と

背
景
―
」
は
10
月
19
日
㈫
〜
24
日

㈰
に
開
か
れ
た
。
第
75
回
も
み
じ

会
の
共
催
事
業
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
絢
爛
豪
華
な

京
風
芸
術
活
動
を
花
開
か
せ
た
尾

形
光
琳
の
絵
画
、
蒔
絵
の
作
品
を

中
心
に
、
弟
・
乾
山
の
焼
物
、
光

琳
に
影
響
を
与
え
た
本
阿
弥
光
悦
、

俵
屋
宗
達
ら
の
作
品
合
わ
せ
て
約

60
点
を
展
示
し
た
。

　

連
日
、
学
生
や
高
校
生
が
訪
れ
、

運
営
し
た
三
浦
孝
み
う
ら
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
代
表
の
説
明
を
聴
き
な
が

ら
、
３
０
０
年
の
時
を
越
え
た
京

琳
派
の
世
界
に
触
れ
た
。
ま
た
、

も
み
じ
会
同
様
に
一
般
公
開
は
行

わ
な
か
っ
た
が
、
同
窓
会
や
家
族

会
の
会
員
ら
も
来
場
し
た
。

　

郡
山
開
成
学
園
大
運
動
会
高
校

部
会
は
10
月
21
日
㈭
に
開
か
れ
た
。

も
み
じ
会
行
事
と
し
て
２
年
ぶ
り

に
実
施
。
「
き
ら
め
け
!!!
附
属
４

７
７　

オ
ー
ル
ス
タ
ー
S
」
を

テ
ー
マ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

安
全
安
心
を
第
一
と
し
て
種
目
や

競
技
の
人
数
を
考
え
対
応
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

◇
学
年
対
抗
玉
入
れ

　

１
位　

２
学
年

　

２
位　

３
学
年

　

３
位　

１
学
年

◇
ク
ラ
ス
対
抗
綱
引
き

　

１
位　

１
年
１
組

　

２
位　

２
年
１
組

　

３
位　

１
年
３
組

◇
ク
ラ
ス
対
抗
大
玉
転
が
し

　

１
位　

３
年
２
組

　

２
位　

１
年
１
組

　

３
位　

３
年
３
組

◇
部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
学
芸
部

　

１
位　

科
学
部

　

２
位　

書
道
部

　

３
位　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

◇
部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
運
動
部

　

１
位　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

２
位　

陸
上
競
技
部

　

３
位　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

◇
ク
ラ
ス
対
抗
長
縄
跳
び

　

１
位　

３
年
３
組

　

２
位　

３
年
１
組

　

３
位　

２
年
食
物
組

◇
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
決
勝

　

１
位　

３
年
３
組

　

２
位　

２
年
２
組

　

３
位　

２
年
１
組

◇
ク
ラ
ス
総
合
順
位

　

１
位　

３
年
３
組

　

２
位　

２
年
１
組

　

３
位　

１
年
２
組

尾
形
光
琳
展 

芸
術
鑑
賞
講
座

も
み
じ
会 

高
校
大
運
動
会

京琳派の作品の数々を鑑賞する学生たち楽しく競い合った大玉転がし

幼児教育学科

健康栄養学科
大学院

生活科学科

附属幼稚園

附属高校

食物栄養学科

専攻科

第75回
もみじ会

第75回もみじ会は
10月23日（土）、24日（日）に

開催された。

地域創成学科
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　附属高校第２学年は11月25日～29日の４泊５日で、沖縄本島と石垣島へ修学旅行を行いました。

学びの旅 附属高等学校修学旅行 沖縄への旅

　

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、当
初
予
定
し
て

い
た
ハワ
イ
へ
の
行
き
先
を
変

更
し
、変
更
後
も
予
定
通
り

行
え
る
か
ど
う
か
心
配
な

日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、無

事
実
施
で
き
た
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

沖
縄
本
島
で
は
、私
た
ち

の
生
活
環
境
や
文
化
、食
事

等
の
違
い
を
感
じ
る
と
共
に
、

平
和
の
礎
･
平
和
祈
念
資

料
館
、嘉
手
納
基
地
を
見
学

す
る
こ
と
で
沖
縄
の
過
去
と

現
在
を
体
感
し
ま
し
た
。そ

し
て
改
め
て
平
和
に
過
ご
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
と
必
要
性

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
学
旅
行

を
通
し
て
、多
く
の
知

識
と
大
き
な
体
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
の
高
校
生
活

だ
け
で
は
な
く
、こ
れ

か
ら
の
人
生
の
中
で
も

大
切
な
、貴
重
な
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
石
垣
島
で
は
ビ
ー

チ
を
は
じ
め
、多
く
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
体
験
し
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。何
よ
り
コロ
ナ
禍
で
、な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
友
人
と
の
交

流
を
図
れ
た
こ
と
が
、と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

平和祈念資料館

美ら海水族館

夕食会場での沖縄民謡見学

クラブメッド石垣島での語らい

石垣島の川平湾にて

　

ま
た
、石
垣
島
で
は
東
北
の
海
と

は
違
う
青
い
海
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。川
平
湾
で
は
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト

で
海
中
散
策
を
す
る
中
、珊
瑚
礁

や
魚
が
い
る
様
子
や
自
然
の
美
し
さ

を
感
じ
る
と
共
に
、観
光
地
に
お
け

る
ゴ
ミ
等
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

クラブメッド石垣島での活動
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家
庭
寮
に
は
現
在
85
名
の
大

学
･
短
大
生
、高
校
生
の
皆
さ
ん
が

生
活
を
共
に
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

達
成
に
向
け
日
々
邁
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

寮
で
は
年
間
行
事
と
し
て
、
新

入
寮
生
歓
迎
会
･
七
夕
会
･
芋
煮

会
･
ク
リ
スマ
ス
会
･
卒
業
生
送
別

会
･
節
分
会
が
あ
り
、こ
れ
ら
は
寮

生
で
組
織
す
る
寮
友
会
役
員
が
中

心
と
な
って
季
節
に
合
わ
せ
て
企
画

し
て
い
ま
す
。学
園
長
先
生
を
は
じ

め
諸
先
生
方
も
ご
出
席
く
だ
さ
り
、

ゲ
ー
ム
や
余
興
の
披
露
な
ど
が
行
わ

れ
、和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。　　
　
　
　
　

　

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、寮
生
が
一

堂
に
集
ま
る
行
事
は
行
え
ず
、寮
生

同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
す
。そ
れ
で
も
役
員
の
皆

さ
ん
は〝
今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事
〞

に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

芋
煮
会
で
は
、秋
の
味
覚
の
焼
き
芋

と
菓
子
を
各
部
屋
に
届
け
、昨
年

度
の
卒
業
生
に
は
紅
白
の
饅
頭
に

在
寮
生
の
心
の
こ
も
っ
た
カ
ー
ド
を

添
え
る
な
ど
、良
き
思
い
出
を
つ

く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。今
後
も
寮
生

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
共
有
で

き
る
よ
う
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
頂
け
る
と
期
待
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、日
常
が

少
し
で
も
戻
り
各
行
事
を
再
開
で

き
ま
す
こ
と
を
、そ
し
て
何
よ
り
笑

顔
で
健
や
か
に
寮
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
ま

す
。

　

私
は
管
理
栄
養
士
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
食
物
栄
養
学
科
を
選

び
ま
し
た
。大
学
２
年
の
後
期
、

徐
々
に
専
門
分
野
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。前
期

ま
で
は
食
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

後
期
に
入
っ
て
実
習
や
献
立
作
成

な
ど
自
分
で
考
え
、取
り
組
む
こ
と

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
今
、特
に
強
化
し
た
い
の
は

献
立
を
ス
ム
ー
ズ
に
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。現
状
で
は
慣

れ
て
い
な
い
た
め
毎
回
、時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。栄
養
素
や
食

塩
な
ど
の
基
礎
量
を
考
慮
し
な
が

ら
作
成
す
る
こ
と
は
、と
て
も
難
し

く
頭
を
つ
か
い
ま
す
。病
気
の
患
者

や
高
齢
者
の
方
々
と
いっ
た
様
々
な

対
象
者
に
合
わ
せ
た
食
事
を
提
供

す
る
大
変
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ

て
い
ま
す
。

　

今
、こ
れ
だ
け
苦
労
し
て
い
て
将

来
、自
分
は
管
理
栄
養
士
に
な
れ
る

の
か
と
不
安
に
な
り
ま
す
。学
生
の

う
ち
に
分
か
ら
な
い
こ
と
は
先
生
に

質
問
し
て
解
決
し
、繰
り
返
し
練
習

を
し
て
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
を
着
実
に
こ
な
し
、少
し
で
も
管

理
栄
養
士
へ
の
道
を
切
り
拓
い
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

３
年
生
に
な
る
と
保
健
所
や
病

院
な
ど
で
の
校
外
実
習
で
、こ
れ
ま

で
学
修
し
て
き
た
こ
と
を
実
践
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
そ
こ
に

向
け
て
知
識
と
経

験
を
積
み
重
ね
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
、特
別
進
学
ク
ラ
ス

の
生
徒
を
対
象
に
研
究
部
が
創
部

さ
れ
、私
は
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

３
年
生
に
な
っ
た
初
日
に
先
生
か
ら

声
を
掛
け
て
頂
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
が
、今
思
う
と
叶
え
た
い

教
員
に
な
る
と
い
う
夢
に
近
づ
く
ス

ピ
ー
ド
が
そ
の
日
か
ら
急
加
速
し
た

気
が
し
ま
す
。

　

研
究
部
で
は
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る「
ス
ク
ラッ
チ
」と
い
う
ソ
フ
ト
を
用

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
活
動
や
、都

内
の
高
校
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。私
は
特
に
前

者
の
活
動
で
子
ど
も
た
ち
の
地
域

理
解
を
目
的
に「
郡
山
す
ご
ろ
く
」

の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
際
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
長
い
間
生
活
し
て

い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
郡
山
市
の

様
々
な
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
生
活
し

て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
福

島
県
で
教
員
と
し
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
、福

島
大
学
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
の

合
格
を
目
標
に
日
々
の
勉
強
と
並

行
し
て「
郡
山
す
ご
ろ
く
」の
作
成

を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て「
郡
山
す
ご

ろ
く
」の
作
成
を
軸
に
準
備
し
た
ポ

ス
タ
ー
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
無

事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
進
学
後
は
興
味
の
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
や
福
島
県
に
つ
い
て
深
く

学
び
、教
員
に
な
る
夢
へ
近
づ
く
ス

ピ
ー
ド
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
時
々
の
気
持
ち
で
読
ん
で
い

た
私
の
読
書
歴
で
す
が
、本
書「
ま

ご
こ
ろ
の
保
育
」は
倉
橋
惣
三
の
教

え
子
で
あ
り
、晩
年
ま
で
現
職
の
保

育
者
と
し
て
お
茶
の
水
女
子
大
附

属
幼
稚
園
、十
文
字
女
子
大
附
属

幼
稚
園
で
実
践
し
て
い
た
堀
合
文

子
先
生
の
公
開
保
育
等
で
の
言
葉

を
集
め
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
繰
り
返
し
出
て
い
る

「
無
に
な
る
」と
い
う
言
葉
。例
え
ば

「
知
識
は
捨
て
て
無
に
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。（
中
略
）保
育
者
自
身
、

感
じ
た
ま
ま
を
言
っ
た
ら
い
い
。こ
れ

を
も
う
少
し
良
く
し
て
あ
げ
よ
う

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
誰
も
思
う
け

れ
ど
、〝
子
ど
も
に
さ
せ
て
、教
え
て

よ
く
し
よ
う
〞と
い
う
の
は
捨
て
た

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。」と
あ
り
ま

す
。知
識
は
不
要
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
者

の
奥
底
に
あ
っ
て
当
た
り
前
。そ
の

知
識
で
そ
の
ま
ま
子
ど
も
に
出
し
、

知
識
に
子
ど
も
を
従
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、目
の
前
の
お
子
さ
ん
達
の
姿

を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
、共
に

生
活
す
る
中
で
、内
面
か
ら
育
つ
様

に
導
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
は
１
９
９
０
年
の
言
葉
で
す

が
、当
時
の
何
倍
も
知
識
や
情
報
が

多
く
な
って
い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
達
が
心
の
中
に
入
っ
て
い
け

る
よ
う
な
気
持
ち
を
持
って
保
育
を

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。何

度
読
み
返
し
て
も
新
し
い
発
見
が
あ

り
、保
育
で
悩
む
度
に
そ
の
言
葉
に

心
が
洗
わ
れ
る
本
で
す
。

　

８
月
上
旬
、
教
員
免
許
状
更
新

講
習
サ
マ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
開

催
さ
れ
、
中
･
高
教
諭
対
象
の
選

択
領
域
「
家
庭
科
Ⅱ
」
の
衣
生
活

分
野
を
担
当
し
た
。
対
象
者
に
配

慮
し
て
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
内
容

の
説
明
と
、
改
訂

内
容
の
一
つ
で
あ

る
伝
統
的
文
化
の

継
承
か
ら
「
衣
生

活
文
化
の
継
承
と

創
造
」
に
着
目

し
、
講
習
内
容
に

『
こ
ぎ
ん
刺
し
』

を
取
り
入
れ
た
。

　

10
年
程
前
か
ら

「
弘
前
こ
ぎ
ん
研

究
所
」
を
何
度
か

訪
れ
て
お
り
、
お

話
を
伺
っ
て
き

た
。
津
軽
こ
ぎ
ん

刺
し
は
、
江
戸
時

代
後
期
に
津
軽
の

藩
政
に
よ
り
、
着

物
が
麻
布
に
限
定
さ
れ
て
い
た
時

代
に
、
農
家
の
女
性
た
ち
が
麻
布

の
粗
い
布
目
を
刺
し
子
で
埋
め
る

こ
と
で
保
温
性
を
高
め
、
擦
り
切

れ
を
予
防
し
長
持
ち
さ
せ
る
工
夫

を
施
し
て
き
た
。
や
が
て
布
目
に

美
し
さ
を
求
め
、
模
様
を
創
作

し
、
伝
統
的
な
文
化
と
し
て
継
承

さ
れ
て
い
っ
た
。
古
く
か
ら
伝
わ

る
基
礎
模
様
の
「
も
ど
こ
」
に

は
、
身
近
な
動
物

や
植
物
に
根
差
し

た
名
前
が
多
く
見

ら
れ
、
こ
ぎ
ん
刺

し
が
日
々
の
暮
ら

し
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
こ
と
が
窺
い

知
れ
る
。
現
在
、

青
森
県
内
外
に
お

い
て
重
要
文
化
財

と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
る
。

　

公
立
教
員
採
用

試
験
（
中
高
家

庭
：
宮
城
県
）
に

生
活
科
学
科
４
年

生
２
名
が
合
格

し
、
採
用
内
定
を

得
た
。
家
庭
科
教

員
と
し
て
来
年
４

月
か
ら
教
壇
に
立
つ
。
教
科
指
導

を
通
し
て
生
徒
の
学
び
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
教
員
と
し
て
の
日
々

を
大
切
に
し
て
成
長
さ
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
う
。

私
の
本
棚

著
者
：
内
田
伸
子  

出
版
社
：
小
学
館

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園賀

門
　
康
博

園
　
長

「
ま
ご
こ
ろ
の
保
育

〜
堀
合
文
子
の
こ
と
ば
と

　
実
践
に
学
ぶ
〜
」

生活診断室 シリーズ 68

郡山女子大学　生活科学科

准教授 瀬谷 真理子

衣生活文化の継承と創造

寮生が親睦を深めた芋煮会

「
年
間
行
事
の
再
開
を
願
う
」

大島　彩楓
大学食物栄養学科２年

小檜山 美波
附属高校３年

家
庭
寮

菅
野 

孝
子

「
目
標
達
成
に
向
け
て
」

「
夢
を
叶
え
た
研
究
部
活
動
」

Programm
ing
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現
在
、㈱
ス
ズ
キ
自
販
福
島
の
人

事
採
用
担
当
と
し
て
勤
務
す
る
佐

藤
さ
ん
。以
前
に
人
材
派
遣
会
社

で
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
働
い
た
経
験
か
ら
、人
事
と
い
う

仕
事
に
興
味
を
持
ち
、「
広
く
浅
く

よ
り
も
一
つ
の
こ
と
を
極
め
た
い
」

と
、入
社
以
来
、人
事
を
専
門
と

し
、周
囲
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
プ
ロ

フェッショナ
ル
で
す
。

　
「
合
同
説
明
会
か
ら
選
考
、内

定
、研
修
を
経
て
入
社
し
て
か
ら

も
、で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
、新
入
社
員
の
成
長
を
ず
っ
と
見

守
って
い
け
る
の
は
、と
て
も
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
」と
い
う
佐
藤

さ
ん
。仕
事
に
か
け
る
熱
い
思
い
が

伝
わ
って
き
ま
す
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
や
り
た
い
こ
と
を
叶
え
て
あ
げ
ら

れ
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
け
た
ら
、と

いつ
も
考
え
て
い
ま
す
」。

　

郡
山
女
子
大
学
の
就
職
セ
ミ

ナ
ー
で
講
師
を
務
め
た
こ
と
も
あ

る
佐
藤
さ
ん
。「
そ
こ
で
も
お
話
し

ま
し
た
が
、自
分
は
失
敗
を
繰
り
返

し
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。学
生
時

代
は
む
し
ろ
落
ち
こ
ぼ
れ
で
し
た
。

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、学
生
時
代
に

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
やって
、苦
手
な
こ
と
も
得

意
な
こ
と
も
、
一
生
懸
命
挑
戦
し

て
ほ
し
い
」と
、素
敵
な
メッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成11年度　大学人間生活学科卒
佐藤 春奈さん

先
輩
を
訪
ね
て

■  

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

大
学
、短
期
大
学
部
の
両
学
友

会
と
附
属
高
校
生
徒
会
は
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
活
動
を
行
い
、１
５

３
，４
７
６
円
を
集
め
た
。10
月
１
日

か
ら
学
生
、生
徒
、教
職
員
に
協
力

を
呼
び
掛
け
た
。11
月
16
日
に
郡

山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
、

各
会
長
の
吉
田
桃
香
さ
ん（
大
学
）、

畠
山
心
さ
ん（
短
大
）、佐
藤
祐
佳

さ
ん（
高
校
）が「
困
っ
て
い
る
方
の

た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
永

久
保
利
弥
市
社
協
副
会
長
へ
浄
財

を
手
渡
し
た
。

■ 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
伊
藤
さ
ん
が

■ 

デ
ザ
イ
ン
の
バ
ッ
グ
使
用

　

11
月
に
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
か

れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

26
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）の

ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
で
、短
期
大
学

部
地
域
創
成
学
科
の
授
業「
地
域

創
成
プ
ロ
ジェク
ト
演
習（
つ
な
ぐ
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ジェク
ト
）」で
制
作
し
た

エコ
バッ
グ
が
使
用
さ
れ
た
。エコ
バッ

グ
は
パ
ビ
リ
オ
ン
を
訪
問
し
た
人
た

ち
へ
福
島
県
に
由
来
す
る
物
品
を

入
れ
て
配
ら
れ
た
。

　
「
つ
な
ぐ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジェク
ト
」

は
小
松
太
志
准
教
授
が
指
導
し
、

環
境
省
と
連
携
し
て
デ
ザ
イ
ン
を

通
じ
た「
福
島
の
環
境
再
生
」に
資

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。採

用
さ
れ
た
エコ
バッ
グ
は
、昨
年
度
の

授
業
で
伊
藤
仮
名
さ
ん（
現・専
攻

科
文
化
学
専
攻
1
年
、当
時
地
域

創
成
学
科
２
年
）が
考
案
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は「
震
災
と
原
発
事

故
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
福
島

県
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
役
立
て
ら

れ
て
良
かっ
た
」と
語
っ
た
。

■ 

大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

■ 

渡
邉
さ
ん
全
国
大
会
へ

　

郡
山
女
子
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

２
０
２
１
は
11
月
16
日
開
か
れ
、短

期
大
学
部
専
攻
科
文
化
学
専
攻
１

年
、渡
邉
咲
良
さ
ん
が
紹
介
し
た

『
日
本
史
１
０
０
人
の
履
歴
書
』（
矢

部
健
太
郎
著
／
宝
島
社
）が
チ
ャ
ン

プ
本
に
決
定
し
た
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
知
的
書
評
合

戦
と
も
呼
ば
れ
る
、お
気
に
入
り
の

本
を
紹
介
し
あ
う
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
。バ
ト
ラ
ー（
発
表
参
加
者
）

が
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た
本
を
持

ち
あ
い
１
人
５
分
で
本
を
紹
介
し
た

後
、バ
ト
ラ
ー
と
観
客
参
加
者
が一番

読
み
た
く
な
っ
た
本
へ
投
票
す
る
。

今
回
は
バ
ト
ラ
ー
４
名
が
出
場
し
、

30
名
が
投
票
し
た
。

　

今
年
度
の
予
選
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
が
条
件
だ
っ
た
が
、こ
れ
ま
で
の

本
学
の
実
績
が
考
慮
さ
れ
、推
薦
枠

で
渡
邉
さ
ん
が「
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
･
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
２
０
２
１
」本

選
に
出
場
し
た
。

■ 

日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン

■ 

吉
川
さ
ん
が
全
国
大
会
出
場

　

附
属
高
校
音
楽
科
１
年
の
吉
川

真
優
さ
ん（
フ
ル
ー
ト
専
攻
）は
、第

31
回
日
本
ク
ラ
シッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
地
区
本
選
会
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
、12
月
8
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

■ 

減
る
し
ぃ
レ
シ
ピ
で

■ 

立
原
さ
ん
最
優
秀
賞

　

食
材
を
使
い
切
る
ア
イ
デ
ア
を

競
う「
生
ご
み
減
量
！
減
る
し
ぃ
レ

シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
」が
行
わ
れ
、最
優

秀
賞
に
立
原
幸
音
さ
ん（
短
期
大

学
部
健
康
栄
養
学
科
２
年
）が
選

ば
れ
た
。

　

立
原
さ
ん
は「
芯
の
旨
み
！
と
う

も
ろ
こ
し
お
こ
わ
･
ヒ
ゲ
も
お
い
し

く
、と
う
も
ろ
こ
し
天
ぷ
ら
･
や
さ

し
い
甘
さ
の
と
う
も
ろ
こ
し
プ
リ
ン
」

を
考
え
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
郡
山
市
と
福
島
民

友
新
聞
社
の
共
催
に
よ
る「
ご
み
ゼ

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

３
Ｒ
フェス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
１
」の一環
で
行
わ
れ
た
。

　

附
属
高
校
の
生
徒
も
次
の
通
り

入
賞
し
た
。

▽
優
秀
賞

井
村
萌
李
、田
村
美
羽（
３
年
）

▽
佳
作

野
口
明
日
香
、永
崎
紅
亜（
１
年
）

戸
賀
辺
莉
依
、鈴
木
杏
奈（
２
年
）

伊
藤
春
佳（
３
年
）

■ 

ミ
ー
ト
デ
リ
カ
コ
ン
テ
ス
ト

■ 

福
島
県
大
会

▽ 

最
優
秀
賞 

＝
全
国
大
会
出
場

　

戸
賀
辺
莉
依（
食
物
科
２
年
）

▽ 

優
秀
賞

　

鈴
木　

楓
菜（
食
物
科
３
年
）

▽ 

入
賞

　

上
野　
　

雫（
食
物
科
1
年
）

　

田
村　

美
羽（
食
物
科
３
年
）

■ 

牛
乳
･
乳
製
品
利
用
料
理

■ 

コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

▽ 

優
秀
賞
（
第
２
位
）

　

三
瓶　

莉
奈（
食
物
科
１
年
）

■ 

第
41
回
高
校
生
読
書
体
験
記

■ 

コ
ン
ク
ー
ル
福
島
県
審
査

▽ 

優
秀
賞

　

斎
藤
千
裕（
美
術
科
3
年
）

■ 

第
32
回
伊
藤
園
お
〜
い
お
茶

■ 

新
俳
句
大
賞

▽ 

団
体 
応
募
賞　

附
属
高
校

▽ 

佳
作 
森
口
芽
依（
食
物
科
２
年
）

■ 

高
校
と
短
大
グ
ル
ー
プ
が

■ 

ふ
く
し
ま
産
業
賞
を
受
賞

　

第
７
回
ふ
く
し
ま
経
済
･
産

業
･
も
の
づ
く
り
賞（
ふ
く
し
ま
産

業
賞
）の
学
生
部
門
で
附
属
高
校

食
物
科
が
銀
賞
、短
期
大
学
部
地

域
創
成
･
健
康
栄
養
両
学
科
の
グ

ル
ー
プ
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　

高
校
食
物
科
は
柏
屋（
郡
山
市
）

と
共
同
開
発
し
た
サ
ツマ
イ
モ
の
ス
イ

ー
ツ
、鏡
石
町
の
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
た

リ
ゾッ
ト
な
ど
企
業
や
市
町
村
と
連

携
し
た
商
品
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
。

　

短
大
グ
ル
ー
プ
は
、染
料
に
使
う

植
物「
藍
」を
食
品
に
も
取
り
入
れ
、

チ
ョコレ
ー
ト
や
ふ
り
か
け
を
開
発
し
、

栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

■ 

発
掘
ガ
ー
ル
の
調
査
成
果

■ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
文
化
祭
で
披
露

　

短
期
大
学
部
専
攻
科
文
化
学
専

攻
と
地
域
創
成
学
科
で
考
古
学
を

学
ぶ
学
生
た
ち
が
11
月
６
日
、福
島

市
で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組

の
関
連
行
事「
こ
で
ら
ん
に
文
化

祭
」に
参
加
し
た
。

　

９
月
に
実
施
し
た
会
津
若
松
市

の
笹
山
原
遺
跡
の
調
査
で
出
土
し

た
土
器
や
住
居
跡
の
概
要
な
ど
を

紹
介
。調
査
用
の
機
材
を
用
い
た
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、来
場
し
た
家

族
連
れ
や
参
加
し
た
他
校
の
学
生

ら
と
の
交
流
に
役
立
て
た
。

■
１
月
10
日
ま
で
若
松
で
展
示

　

笹
山
原
遺
跡
の
調
査
成
果
を
展

示
す
る「
発
掘
ガ
ー
ル　

秋
の
発
掘

祭
り
」は
12
月
５
日
か
ら
１
月
10
日

ま
で
会
津
若
松
市
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
ま
な
べ
こ
で
開
か
れ
て
い
る
。

■ 

テ
レ
ビ
番
組
で
ア
レ
ン
ジ

■ 

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
紹
介

　

10
月
に
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ユ
ー

福
島
の「
ち
ゃ
ん
ろ
く
。」で
カ
ッ
プ
ヌ

ー
ド
ル
に
福
島
県
産
の
食
材
を
ち
ょ

い
足
し
す
る
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
す
る

番
組
に
、お
弁
当
サ
ー
ク
ル「
め
ば
え

食
堂
」の
学
生
が
出
演
し
た
。

　

食
物
栄
養
学
科
と
健
康
栄
養
学

科
の
５
名
は
、そ
れ
ぞ
れ
松
川
浦
の

あ
お
さ
の
り
、郷
土
料
理
の
イ
カ
に

ん
じ
ん
、柿
な
ど
を
、み
そ
味
、チ
リ

ト
マ
ト
味
、燻
製
オ
リ
ー
ブ
し
お
味
の

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
に
足
し
て
新
た
な
お

い
し
さ
を
演
出
し
、好
評
を
博
し
た
。

斎藤　千裕
美術科3年

お気に入りの本を紹介した渡邉さん

最優秀に輝いた立原さん

番組の収録に臨む学生たち

人　
事

﹇
令
和
3
年
８
月
23
日
付
け
採
用
﹈

  

附
属
高
等
学
校

坂
倉　

剛　

講
師

さ
か
く
ら
　 

ご
う

早
稲
田
大
学
大
学
院
修
了

担
当
＝
地
歴
公
民
科

募金を贈った学生、生徒の代表

ＣＯＰ26で配られた同型の
エコバッグを手にする伊藤さん
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葛尾村の素材を使った商品の提供

葛
尾
村
で
考
案
品
提
供

　

83
年
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な

ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
と
北
門

改
装
工
事
が
完
了
し
た
。

　
エレ
ベ
ー
タ
ー
は
北
側
ラ
ウ
ン
ジ
脇

に
鉄
骨
造
４
階
建
て
の
棟
を
建
設

し
、11
人
乗
り（
積
載
７
５
０
㎏
）１

基
を
備
え
た
。ま
た
、玄
関
脇
に
ス

ロ
ー
プ
と
自
動
ド
ア
各
一
式
を
整
備

し
、障
が
い
の
あ
る
学
生
ら
が
円
滑

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

開
成
山
交
差
点
方
面
な
ど
か
ら

出
入
り
す
る
多
く
の
学
生
が
利
用

す
る
北
門
の
改
装
も
行
っ
た
。門
扉

　

短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科
の

「
ハン
ド
ベル
リ
ン
ガ
ー
ズ
」は
年
末
に
か

け
て
様
々
な
形
で
演
奏
を
披
露
し
て
い

る
。グ
ル
ー
プ
は
保
育
表
現
技
術
･
器

楽
Ⅰ
･
Ⅱ
を
履
修
す
る
学
生
で
結
成
。

今
年
度
は
２
年
生
11
人
が
校
外
で
演

奏
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　

12
月
は
、４
日
に
郡
山
市
ニコニコ

こ
ど
も
館
で
親
子
向
け
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。10
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
の

ラ
ジ
オ
番
組
で
演
奏
を
響
か
せ
た
。

25
日
は
、う
す
い
百
貨
店
の
ク
リ
スマ

スコ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
す
る
。

　

ま
た
、郡
山
駅
周
辺
で
催
さ
れ
て

い
る「
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
ペ
ー
ジェン
ト
･

フェス
タ
」の
新
企
画「
光
と
音
楽
の

マ
リ
ア
ー
ジュ
」と
題
し
た
動
画
配
信

で
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
き
ら
め
き

と
共
に
美
し
い
音
色
を
届
け
て
い
る
。

　

動
画
は
郡
山
商
工
会
議
所
の
公

式
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
で

公
開
し
て
い
る
。

は
ア
イ
ア
ン
パ
ー
ツ
の
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
調
で
、門
柱
な
ど
を
大
理
石
調

タ
イ
ル
仕
上
げ
と
し
た
。

改装した北門。正面奥はバリアフリー化を進めた83年館 ハンドベル演奏を披露する学生たち

元
来
が
イ
ン
ド
ア
派
で
あ
る
も
の
だ
か

ら
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
下
で
も
、さ

ほ
ど
自
宅
で
無
聊
を
か
こ
つ
で
も
な
く
、自

室
の
オ
ー
デ
ィ
オ
で
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が

ら
講
義
の
準
備
等
を
す
す
め
る
の
が
休
日

の
過
ご
し
方
の
定
番
で
あ
る
。自
室
で
鳴

ら
す
音
楽
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

作
品
が
主
だ
が
、最
近
は
室
内
楽
に
も
手

を
伸
ば
し
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
弦
楽
四
重

奏
曲
な
ど
も
聴
く
こ
と
が
あ
る
。

ど
ん
な
作
品
で
も
演
奏
家
が
異
な
れ
ば

解
釈
が
異
な
り
、別
の
音
楽
に
聴
こ
え
る

こ
と
す
ら
あ
る
。異
な
る
演
奏
家
ど
こ
ろ

か
、同
じ
演
奏
家
が
演
奏
し
て
も
演
奏
日

が
異
な
る
と
か
な
り
印
象
が
変
わ
って
く

る
こ
と
も
あ
る
。中
に
は
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
･

ト
ス
カ
ニ
ー
ニの
よ
う
に「
ど
こ
で
演
奏
し
て

も
５
秒
と
違
わ
な
い
」こ
と
を
美
徳
と
し
て

い
る
指
揮
者
も
い
る
が
、ヴ
ィ
ルヘル
ム
･
フ

ル
ト
ヴェン
グ
ラ
ー
は
録
音
に
よって
か
な
り

印
象
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

筆
者
の
手
元
に
も
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響

曲
第
３
番
を
演
奏
し
た
１
９
４
９
年
と
１

９
５
４
年
の
ラ
イ
ヴ
録
音
が
あ
る
が
、５
年

の
あ
い
だ
に
斯
く
も
雰
囲
気
が
変
わ
る
の

か
、と
い
う
程
に
は
違
う
演
奏
で
あ
る
。こ

の
違
い
を
聴
く
こ
と
が
、「
ク
ラ
シッ
ク
音
楽

を
聴
く
」こ
と
な
の
だ
ろ
う
。　　
　
（
和
）
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郡
山
女
子
大
学
附
属
高
校
美
術
科
３
年
生
、絵
画
専
攻
者
の
作
品
で
す
。授
業
の
み
な
ら

ず
、朝
や
放
課
後
の
時
間
を
活
用
し
て
熱
心
に
制
作
を
行
って
い
ま
す
。第
16
回
西
会
津
国
際

芸
術
村
公
募
展
２
０
２
１
に
出
品
し
、４
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。準
大
賞
と
西
会
津
冨
士
の

郷
賞
を
受
賞
し
た
２
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

高
校
生
が
サ
ツ
マ
イ
モ

収
穫
体
験

幼
教
の
ハ
ン
ド
ベ
ル

リ
ン
ガ
ー
ズ
大
活
躍

83
年
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

北
門
の
改
装
工
事
が
竣
工

サツマイモの収穫に励む生徒たち

　

附
属
高
校
の
３
年
生
と
食
物
科

の
生
徒
は
10
月
27
日
、郡
山
市
西

田
町
の
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
の
農
場

で
サ
ツマ
イ
モ
の
収
穫
を
行
っ
た
。

　

収
穫
体
験
を
通
し
て
安
心
安
全

な
作
物
の
生
育
過
程
を
学
び
、地

産
地
消
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す

る
目
的
で
実
施
し
た
。２
班
に
分
か

れ
て
バス
で
現
地
へ
出
掛
け
、Ｊ
Ａ
関

係
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
土
の

中
か
ら
大
き
く
育
っ
た「
べ
に
は
る

か
」を
掘
り
出
し
た
。

　

収
穫
後
、全
員
に「
大
学
い
も
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。関
口
尚
美

理
事
の
発
案
で
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら

の
宗
形
義
久
郡
山
地
区
本
部
長
か

ら
提
供
さ
れ
た
べ
に
は
る
か
を
使

い
、前
日
に
関
口
理
事
と
食
物
科
の

先
生
た
ち
が
調
理
し
た
。生
徒
た
ち

は
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
贈
り
物
に
歓
声
を

上
げ
、味
わ
って
い
た
。

　

大
学
食
物
栄
養
学
科
と
短
期
大

学
部
健
康
栄
養
学
科
は
11
月
３
日
、

連
携
協
定
を
結
ぶ
双
葉
郡
葛
尾
村

で
開
か
れ
た「
あ
ぜ
り
あ
市
」で
、地

元
の
エ
ゴ
マ
や
凍
み
も
ち
を
使
っ
て

考
案
し
た
菓
子
や
加
工
品
の
試
供

品
を
提
供
し
た
。

　

提
供
し
た
の
は
大
食
が
エ
ゴ
マ
入

り
の
か
つ
お
ぶ
し
ふ
り
か
け
と
ラ
ン

グ
･
ド
･
シ
ャ
。健
康
栄
養
学
科
は

凍
み
も
ち
使
用
の
チ
ョコ
も
ち
と
う

ぐ
い
す
も
ち
。そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

セッ
ト
を
用
意
し
、来
場
者
に
配
って

感
想
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。ま
た
、食
物
栄
養
学

科
は
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
ハニ
ー
ビ
ー（
福

島
市
）と
共
同
開
発
し
た
新
商
品

え
ご
ま
ア
イ
ス
も
紹
介
し
た
。

古代
メソポタミア飯：
ギルガメシュ
叙事詩と
最古のレシピ
遠藤雅司著，
大和書房
請求記号
383.827||E

電話応対は
こわくない！：
知っておきたい
仕事のルール
とマナー
松本昌子監修，
池田書店
請求記号
336.47||Ma

白戸満喜子著，
文学通信
請求記号
913.6||Si

郡山女子大学
大学図書館

BO OK
第18回

日本の
アール・デコの
建築家：
渡辺仁から
村野藤吾まで
吉田鋼市著，
王国社
請求記号
523.1||Yo

書医あづさの
手控
（クロニクル）：
書誌学入門
ノベル！

新しい本が届きました。
図書館おすすめの本をご紹介いたします。

「泡沫の夢」 
Ｆ50号

美術科３年　德田　葉月

　金魚が水に入る瞬間を描きました。
画面に石や砂を貼り付け、マチエール
や質感を変化させました。ガラスの透
明な質感や、透き通った水を表現する
ことにこだわって制作しました。

準 大 賞

「ＦＵＮＮＹ ＢＩＫＥ」 
Ｆ50号

美術科３年　杉山　留菜

　幼い頃から憧れていたバイクをキャンバスに描きた
いと思い、制作しました。初めて５０号という大きなキャ
ンバスに描くということで、不安な気持ちもありました。
時間を掛けてじっくりと作品に向き合い、最後は納得
のいく作品に仕上げることができました。

西会津富士の郷賞


